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【背景】 
統合失調症の中核的な症状の一つとして認知機能障害が挙げられる。統合失調症の認知機能障害は言語記憶、
ワーキングメモリ、処理速度、実行機能など幅広い領域に認められ、その社会機能や生活の質への影響の大き
さから、近年重要な治療標的となっている。様々な治療が試みられているが、その中で、繰り返しの認知トレ
ーニングを中心的な構成要素とする認知リハビリテーションが、一定の効果を上げ注目されている。認知リハ
ビリテーションに関し多くの研究が行われているが、解決すべき課題のひとつに、既存のほとんどのプログラ
ムが医療機関に自ら週数回のペースで継続的に通うことを前提とした構成になっているため、様々な理由から
通院・通所や継続的な参加が困難な患者も多く存在し、施行対象者が制限されるという点が挙げられる。現在、
継続的な実施可能性を重視し、自宅で患者個人が行うことを前提に開発された認知リハビリテーションプログ
ラムは存在せず、またそのような形式での認知トレーニングが統合失調症患者の認知機能障害を改善するかは
明らかになっていない。また、統合失調症において認知機能改善が生じる神経学的基盤が充分明らかになって
いないことも課題として挙げられる。これを明らかにすることは、統合失調症の認知機能障害の病態の解明や、
より効果的な認知リハビリテーションプログラムの開発のための客観的な評価指標の作成に役立つことが期
待される。本研究ではこれらの課題に取り組むため、認知トレーニングプログラムとして市販の認知トレーニ
ングゲームを用いた統合失調症への介入試験を実施することとした。 
【目的】 
 本研究は統合失調症患者に対して市販の認知トレーニングゲームを用いた自宅での認知トレーニング介入
を行う無作為割付試験を実施し、この介入が統合失調症の認知機能を改善するかどうかを明らかにすること、
また、介入前後の参加者の脳形態を画像検査を用いて計測し、認知トレーニングが患者の脳形態に与える影響
を明らかにすることを目的とした。 
【方法】 
臨床的に安定している 18歳以上 40歳未満の統合失調症の患者を対象とする無作為割付試験を実施した。認
知トレーニング群の参加者は 8週の間週 4回、毎回 30分自宅で認知トレーニングゲームを用いた認知トレー
ニングを実施し、対照群の参加者は同等の時間通常のゲームを行った。介入の前後に認知機能や症状、心理社
会尺度を評価し、また核磁気共鳴画像法（magnetic resonance imaging: MRI）による脳形態画像を撮像し、
介入による影響を評価した。 
【結果】 
 介入の結果、認知機能領域のうち、処理速度を評価する検査項目であるトレイルメイキングテスト A、およ
び実行機能を評価する検査項目であるトレイルメイキングテスト Bにおいて介入群に有意な改善を認めた。ま
た、介入群において右上・中側頭回の前方領域に有意な局所灰白質容積の減少を認めた。 
【考察】 
統合失調症患者を対象とした市販の認知トレーニングゲームを用いた自宅での認知トレーニング介入により、
処理速度と実行機能の評価項目における有意な改善を認めた。健常人口に対して認知トレーニングゲームによ
る介入を行った先行研究と同様の認知機能領域の改善が見られており、健常人を対象とした場合と同様のメカ
ニズムで認知機能改善が見られたことが示唆された。また、本研究で容積変化が認められた右上・中側頭回前
方領域は、聴覚・視覚情報の処理に際して賦活化されることや、ワーキングメモリとの関連が報告されており、
トレーニングによる情報処理やワーキングメモリ負荷が脳形態の変化につながった可能性があると考えられ
た。本研究の結果により、自宅での認知トレーニングゲームを用いた介入が、統合失調症の認知機能障害に対
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する有効な治療手段として適用可能であり、このような認知トレーニングプログラムの使用により、より広い
患者層が認知リハビリテーションに参加できる可能性があること、また、比較的短期間の認知トレーニングに
より、認知機能検査項目の改善のみならず、脳形態の変化が生じることが示された。今後は、認知トレーニン
グのより長期的な認知機能および脳形態への影響や、実際の社会生活への影響を明らかにしていくことが重要
と考えられる。 
